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第 2章  第 1 研究　エリート・ゴールキーパーのペナルティセービング行動の分析
̶認知的方略の観点から̶









































ムにより、セービング方向・エリアを選択する。この制御方式を penalty taker-independent 方略と命
名する。
2）  キーパーの熟練者と未熟練者は異なる認知的方略を用いる。熟練者はエリート・ゴールキーパー同





























第 3 章 Zhou Peiyong and Inomata Kimihiro. Cognitive strategies for goalkeeper responding to soccer penalty kick. 
Perceptual & Motor Skills: Exercise & Sport, 115, 3, 969-983, 2012.
2 ．最終試験の結果
第 4回、第 5回学位審査委員会において口頭にて質疑応答を行い最終試験とした。その内容は、ヒトの
運動制御に関連する本論文の内容についての洞察力、スポーツ心理および一般的な自然科学の研究につい
ての基本的な知識と理解度、研究に対する論理的な展開能力を確認するものであった。その結果、論文提
出者は専門領域についての十分な学識および研究能力を有していると判断した。
3 ．学力の確認
論文提出者は、本研究科において所定の単位を取得し、かつ本研究科の指導指針に則り学会雑誌に 2編
以上の論文を発表しており、そのなかの 1編は英文論文である。このことから、博士の学位を授与される
に値する学力を有していると判定した。
4 ．結論
本学位審査委員会は、提出された博士学位請求論文が博士（体育学）の学位に値するものであり、かつ
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論文提出者はその専門領域に関する十分な学識と研究能力を有するものであることを確認したので、博士
（体育学）の学位を授与するのに適格であると判断した。
 以上
